
資材�水�電力・�
エネルギー�

廃棄物�

省エネ�
ルギー�

リサイ�
クル�

水の�
再利用�

電力会社�

インプット・資源の消費など�
自営水力発電所�

アウトプット・廃棄物・騒音など� 環境対策�

廃棄物�水�電力・�
エネルギー�

リサイクルセンター� 再資源化�

リサイ�
クル�

水の�
再利用�

省エネ�
ルギー�

植樹�
活動�

電力・�
エネルギー�

騒音・振動�

省エネ�
ルギー�

騒音・振動�
対策�

JR

CO2
O2

CO2�
削減�
�

沿線の自然環境�

在来線の運行�

駅� P.20

オフィス� P.21

P.31・32

2

JR東日本の事業活動による環境影響と対策

JR東日本は、首都圏を含む本州の東半分

を事業エリアとし、約7,500㎞の沿線に、約

1,700の駅、約13,000の車両で、鉄道輸送

サービスを中心として、お客様にさまざまな

生活の場面でのサービスを提供しています。

事業活動にともなう環境影響としては、列

車運行にともなう大量のエネルギー消費や騒

音・振動、お客様が駅や列車で出されるゴミ、

施設工事や車両のメンテナンスの際における

資源の消費や排出される廃棄物などさまざま

なものがあります。

また、地球温暖化の観点では、日本の鉄道

を含む運輸部門のCO2排出量が年々増加して

おり、旅客輸送の重要な位置を占める当社の

役割は大きなものがあります。

JR東日本では、こうした環境への影響を可

能な限り小さくしていくと同時に、鉄道の環

境面での効率性をより一層発揮できるよう

に、利用しやすい鉄道づくりに努力してまい

ります。
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この図はJR東日本の事業活動による環境影響と対策の概要を示
したものです。くわしくは本文をご覧下さい。


